
 

 

（公社）福島県栄養士会 生涯教育研修会 

2024年度(令和６年度)JDA-DATふくしまスタッフ養成研修会開催要項 

 

１．趣  旨 日本栄養士会では、大規模災害発生時に迅速に支援活動が担える管理栄養士・ 

栄養士として「日本栄養士会災害支援チーム」（JDA-DAT）」の育成を、リーダー 

育成研修やスキルアップ研修等により実施しています。 

福島県栄養士会では、JDA-DATのリーダーとともに活動できるスタッフの養成 

を「JDA-DATスタッフ養成研修」として開催します。 

また、「災害時において支援を受ける側の対応」についても学べる内容となって 

おり、すべての会員を対象とした研修です。 

なお、日本栄養士会生涯教育研修 各職域分野の「災害時対応」を含みます。 

２．主  催  （公社）福島県栄養士会  

３．日  程  パート 1とパート２を組み合わせて受講してください。  

        １日目の内容 令和６年６月 ９日（日）、７月 ６日（土）のいずれか１日 

（パート１） （９：３０〜１６：３０（休憩含む）） 

        ２日目の内容 令和６年６月３０日（日）、７月１４日（日）のいずれか１日 

（パート２） （９：３０〜１６：３０（休憩含む）） 

４．開催方式   オンライン研修（Zoom） 

        ※当日の URLおよび資料については、申込者にメールにて別途案内します。 

５．内  容   別紙「２０２４年度（公社）福島県栄養士会 JDA-DATスタッフ養成研修会次第」 

参照（１日目 オリエンテーション含む） 

６．対 象 者    災害発生時に栄養・食生活支援活動に取り組む意欲のある福島県栄養士会の会員 

７．参加定員    ５０名程度 

８．受 講 料  1日 1,５００円 、２日間  ３,０００円 

（※ 原則２日間受講、 生涯教育「災害時対応」２単位を認めます。） 

９．申込締切  それぞれ受講日の２週間前までになります。（振込期限も同日になります。） 

10.参加申込方法 （公社）日本栄養士会ホームページhttps://www.dietitian.or.jp/よりお申し

込みください。  

 

★直接申し込みは、こちらが簡単 →   

    ６月９日         ６月３０日       ７月６日      ７月１４日 

 

         

         

  

11. 支払方法  受講料は、下記口座にそれぞれの振込期限（別表参照）までに振り込みを 

お願いします。振り込みにかかる振込手数料についてはご負担願います。 

振込用紙には、「会員番号」「受講研修会名」「受講日」を記載してください。 

受講料振込先 ゆうちょ銀行 

口座番号 普通 02150-3-3745 

加入者名 公益社団法人福島県栄養士会 

 

https://www.dietitian.or.jp/よりお申


 

 

◇ 受講に関する留意事 

  ・２日間受講後、JDA-DATふくしまスタッフへの登録が可能となります。 

  ・別紙「視聴における注意事項」等を確認してください。 

  ・不明な点があれば、事務局までお問い合わせください。 

  ・どちらか一方の受講の場合は、次年度の受講を検討してください。 

 

パート 1 

①  

開催日 振込期日  

 

 

パート２ 

②  

開催日 振込期日 

６月９日（日） 5/26（日） ６月３０日（日） 6/16（日） 

7月 6日（土） 6/22（土） ７月１４日（日） 6/30（日） 

                 ※振込期日までに、申し込みと振り込みをお願いします。 

 

 

 

ご不明な点は、事務局までお問い合わせください。 

 

       （公社）福島県栄養士会 事務局  TEL：024-939-1195 

                （月）（火）（木）（金）9：00～17：00 

          Mail：food-a@fukushima-eiyoushikai.or.jp 

  
テーマ 内   容 講義テーマ 

時間

（分） 

パート 1  

 １ 

 日 

 目 

① 

9:30～

16:30 

ア 
災害への 

理解 

JDA-DAT の意義と役割、関

係法令、災害時の実際 

災害の理解 30 

災害支援と活動の実際 150 

イ 
栄養アセス

メント 

災害時の要配慮者への栄

養アセスメントと栄養指

導・相談 

栄養アセスメントと 

指導・相談 
90 

災害時の食事 90 

パート 2 

２ 

日 

目 

② 

9:30～

16:30 

ウ 

コミュニケ

ーションス

キル 

被災者を理解し、精神・心

理面を注意したコミュニ

ケーションのあり方 

コミュニケーションス

キル 
90 

被災地にとっての 

支援活動 
90 

エ 
臨機応変の

対応能力 

その場の状況を把握し、即

対応する能力  

自身の健康・安全管理 

臨機応変の対応能力と 

調整能力（Ⅰ） 
90 

臨機応変の対応能力と 

調整能力（Ⅱ） 
90 

mailto:food-a@fukushima-eiyoushikai.or.jp

